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１ 取組の背景

●福岡県では約４万ヘクター
ルの水田で米を生産。

●福岡県下で生産された１等
米の比率は、平成16年以降、
５年連続して30％未満と低い。

●米の品質低下は、地球温
暖化による８～９月の気温上
昇が要因の一つと認識。



１ 取組の背景

●気温上昇による品質低下＝登熟温度（出穂期～同後２０
日の平均気温）が２７℃を超えると、白未熟粒が増加する。

●対策として、現在ある米の栽培方法の変更（移植時期を
遅らせるなど）も試したが、各農家が実施しづらく普及せず。
また、高温化の進展スピードが速く、この方法では適応でき
ず。

⇒ 地球温暖化への適応策として

新品種の開発がスタート



２ 取組の内容

平成１７年から

①高温登熟性に優れ

②極良食味

の水稲品種を目標として、
育成を開始し、このような
特性を持つ品種として

「元気つくし」を開発 開発プロセス（交配）



２ 取組の内容

○開発時の課題と対応

⇒開発した品種が本当に暑
さに強いか見極める必要。

⇒「水稲高温耐性評価施設」
で栽培し、暑さに強いかどう
か見極めた。35℃の温水を
水田に循環させて、稲にとっ
て過酷な暑さを人工的に作り
出すもので、総工費1,600万
円を投じ設置。

水稲高温耐性評価施設



３ 取組の成果

「元気つくし」は

○高温登熟性＝‘強’で白未熟
粒の発生が少なく

○収量も引けを取らず

○「ヒノヒカリ」より食味が優れ
た‘極良食味’

の米となった。

⇒Ｈ２１年に準奨励品種に採用



■各品種の白未熟粒の発生率（登熟温度別）



■各品種の食味特性



４ 今後の展開
○現在、「元気つくし」は、「ヒノヒ
カリ」、「夢つくし」についで福岡
県で主食用米の３番手。さらに
売り込む。

○作付け面積は、H21：385ha、
H22：1,090haと倍増以上で、
H23は3,000haを予定。

○温暖化適応対策をきっかけと
して生まれ、食味もよいことから、
ブランド米として育ちつつある。
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